
6) Nakamura,KりMikami.A.,andKubota,

K.(1992):Activityofsingleneuronsinthe

monkoyamygdaladuringperformanceOra
visual discrimination task. J.

Neurophysiolり67:1447-1463.

報告･その他

一英文-

1) Kubota.K.andKawahira,K.(1992):Role

ofGABA8inhibitionintheprlmatemotor

cortex.Proc.of2ndTnt.GABAB Sympo.,

PharmaCOl.Communication,2:172.

2) Mikami.A.(1993):Visualdiscrimination

andmemoryinthetemporalassociation

cortex.Abstr.forSymposiumofDynamics

ofperception.13.

3) sawaguchi,TりAndo,ⅠりYamane,Ⅰりand

Kubota.K.(1992):GABA｡receptorsand

cognitivefunctionsmediatedbythepre-

rrontalcortexofmonkeys.Proc.or2nd

lnt. GABA8 Sympo., Pharmacol.

Communication,2:173.

-和文-

1) 三上章允 (1993):&TJ頭連合野における高次視

覚情報処理,Vision,5:19-26.

2) 三上章允 (1993):サルの大脳皮質の視覚情報

処理, 視覚の進化 と脳 (三上章允編)

pp:105-130.

3) 浮口俊之 (1992):認知心理学と神経科学を結

ぶ 1モデルとしてのフレームモデル.

Imago,3:178-191.

4) 薄口俊之 (1992):脳の進化.からだの科学,

168:34-42.

5) 浮口俊之 (1992):前頭葉の進化.神経研究の

進歩,37:14-25.

学会発表

一和文-

1) Kubota.K.(1992):Effectsofbicuculline

onlearnlngahiddenobjectpick･uptaskin

inrantmonkeys.Soc.Neurosci.Abstrり
18:103.ll.

2) Sawaguchi,T･,Yamane.Ⅰ･.andKubota,.K･
(1992):InvolvementorDldopaminorecep･

torsin premotorcorticalfunctions in

monkeys.Soc.Neurosci.Abstr.,18:355.ll.

3) Sawaguchi,T.,Yamane,I.,andKubota,K.

(1992):ActivationofDld_opaminerecep-

torinthopremotorcortexfacilitatesthe

neuronalactivityforreachingmovement.

Neurosci.Res..17S:220.

4) Yamane,ⅠHSawaguchi.TりandKubota,K.

(1992): Muscimol injections into the

premotorcortexinduceddirectionalerrors

in memory一guided reaching movements.

Neurosci.Resり17S:221.

5) Sawaguchi,T.(1992):Prerrontalcortex.

memorymapandmovement.JapaneseJ.

Physiolり42S:5.

6) Nakamura.K.,Matsumoto,K..Mikanii.

A..andKubota,K.(1992).･Visualresponse

propertiesofneuronsinthetemporalpole

ofmonkeys.Soc.Neurosci.Abstr.18:147.

-和文-

1) 薄口俊之(1992):共役実刑こおける大脳新皮質

の進化要EE:比較法による検討.第8【司霊長

類学会大会.霊長頬研究.8(2):182.

心理研究部門

小嶋祥三 ･松沢哲郎 ･藤田和生 ･

友永雅己･南雲純治l)

研究概要

A)チンパンジーの聴覚と音声に関する研究

小嶋祥三

音声知覚における文脈効果,プロトタイプ効果

を検討した｡また音の出る物体を用いて,感覚間

の見本合わせ課題により,聴覚一視覚の統合枝胞

作業記憶などを検討した｡

B)チンパンジーの身体知覚に関する研究

小嶋祥三

動作模倣研究の発展として.自ら見ることの出

来ない身体部位 (顔面 ･頭部)の知覚の研究を通

して.身体像を検討した｡

C)チンパンジーの認知的 ･言言吾的機能の比較

認知科学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･

イバー-イバーセン2)･

伏見貴夫3)･目上耕司4)
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チンパ ンジーとヒトを対象に認知的 ･言語的機

能の比較研究を行った｡文字や数の体系とその記

悼,描画行動,社会的コミュニケーション,ゆぴ

さしや動作サイン,情動発達などを研究している｡

D)野生チンパンジーの道具使用と認知発達

松沢哲郎

西アフリカ･ギニアとコートジボワールの野生

チンパンジーを対象に,道具使用にみられる認知

発達と文化を現地のマノン族のこどもと比較した｡

E)霊長類の視知覚に関する比較心理学的研究

藤田和生

アカゲザルとチンパ ンジーを対象に,錯視知覚

の分析をおこない,ヒトやハ トと比較した｡

F)スラウェシマカタの種の認知

藤田相生 ･渡辺邦夫5)

インドネシア･スラウェシ島とジャワ島におい

て,サルの写真に対するスラウェシマカクの好み

を調べ.雑種形成のメカニズムについて考察した｡

F)ニホンザルの視覚探索

藤田和生 ･金沢別6)

視覚探索課題を用t-,て.ニホンザルの図形や線

画の知覚の特徴を分析 した｡

G)チンパ ンジーの視覚探索における探索非対称

性

友永雅己

複合図形などを用いて,特定の要素を含む刺激

を標的とした場合と妨菩刺激にした場合で視覚探

索課題遂行に非対称性が認められた｡

H)チンパ ンジーの視覚探索における刺激性制御

の研究

友永雅己

odd-item型の視覚探索課題の検討の結果,頓

的刺激の背景からの知覚的pop-outが課題遂行上

の重要な手がかりであることが明らかになった.

i)霊長類の相貌認知における上下反転効果

友永雅己

ニホンザルを披験体として,感覚性強化法およ

び単純継時弁別課題を用いて.相貌認知における

上下反転効果について検討を行った｡

J)チンパ ンジーによる物休構成型条件性弁別の

研究

友永雅己 ･伏見貞夫

チンパンジーによる3次元物体の組み立て場面

に条件性弁別を導入し,訓練された関係以外の刺

激間関係の形成を調べた｡

K)ヒトにおける刺激等価性形成

友永雅己

健常なヒトを被験者として,条件性弁別におけ

る刺激等価性の形成について検討を行った｡

L)霊長頬行動実験用システムの開発

南雲純治

画像処理ソフトウェアを作成 し,自然画像を用

いた実験のためのシステムを開発した｡

M)チンパンジーにおける要求 ･拒否行動の形成

伏見貞夫 ･友永雅己 ･小嶋祥三

チンパンジーに対 して人工言語を用いた要求 ･

拒否行動の訓練を行い.コミュニケーションにお

ける人工言語使用を制御する変数の分析を行った｡

N)霊長類における社会的相互作用の実験的分析

目上桝司

複数個休の競合場面,協同的に行動した時に個々

の利益が最大になる場面,共同作業が必要な場面

における社会的相互作用の実験的分析を行った｡

総 説

一和文-

1)/川匂祥三(1992):人類が最初に発した雷糞は?

歴史読本ワール ド,11月号 :108-114.

2)松沢哲郎(1991):動物の発達と人間の発達.

児童心理学講座.金子書房.･

3)松沢哲郎(1992):携帯用コンピューターによ

る精神作業検査.ヒマラヤ学誌 3:205-217.

4)松沢哲郎(1992):意識の進化 :動物の意乱

生体の科学.43(1):7-ll.

5)松沢哲郎(1992):チンパンジーの ｢言語｣.
臨床科学.28(6):731-737.

6)松沢哲郎(1992):チンパンジーの保護と愛護.

発達,51:102-111.

7) 藤田和生(1992):ヒトの知能は動物の知能よ

り優れているか?最新脳機械論,pp.64-73,
学習研究社.

論 文

一英文-

1)Kojima,S.(1992):Hearingandspeechper-
ceptioninthechimpanzee.ln:Topicsin

1)文部技官 2)招へい外国人学者

3)4)日本学術振興会特別研究員

5)野外観察施設助手 6)大学院生
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primatology.VoLl.HumanOrigins(cds.

byNishidaetal.).pp.249･255.University

orTokyoPress,Tokyo.

2) Jitsumori,M.&Matsuzawa.T.(1991):

Picturoperceptioninmonkoysandpigeons:

TranSrerOrrightside･up versus upside･

downdiscriminationorphotographicob-

3Iccts across conceptual categories.

Primates.32(4):473･482.

3) Fujita,K..Blough.D.S.,&Blough,P.M.

(1993):Errectsoftheinclinationorcon-

textlinesonperceptionofthePonzoillu･

sion by plgeOnS.Animal Learnlng &

Behavior.21:29-34.

LI) Mikami, A. & Fujita. K. (1992):

Developmentortheabilitytodetectvisual

motion in infant macaqlJe monkeys.

DevclopmentalPsychobiology,25:345･354.

5) Tomonaga.M.(1993):Testsforcontrol

byexclusionandnegativestimulusrela･

tionsofarbitrarymatchingtosampleina

symmetry-emergentchimpanzee.Journal

oftheExperimentalAnalysisofBehavior.
59:215-229.

6) Tomonaga,M.(1993):Useofmultiplc-

alternativo matching-to-sample in the

studyofvisualsearchinachimpanzee (

Pantroglodytes).JournalofComparative

Psychology.107:75-83.

-和文-

1) 井上徳子 ･目上桝司 ･松沢哲郎 (1992):チ

ンパンジ-乳児における愛宕の研究-Strnn-

geSituationにおける行動と心拍変化I.

発達心理学研究.3(1):17-24.

2) 伺雲純治 ･浅野俊夫(1992):ハードウェア割

り込み利用によるソフトウェアタイマの作成

愛知大学情報処理センターニュース [コム].

Vol.4,No.1:13･38.

3) 四中正之(1991):チンパンジー(PantrogLo-

dytes)による対象分頬とその般化.動物心町

学研究,41(2):100-115.

報告 ･その他

一和文-

1) 小嶋押三(1993):大型和人椴の研究から.早

稲田学報.4月号 :11･12.

2) 松沢哲郎(1992):チンパンジーの死と死児の

世話.発達.50:95･104.

3) 松沢哲郎(1992):シカゴ科学院シンポジウム

｢Understandingchimpanzees｣報告とチン

パンジーの保辞.EE長頬研究,8(I):103-10

6.

4) 松沢哲郎(1992):追悼 ･今西的司- ｢初登頂｣

の和神.科学朝日.52(8):122･127.

5) 松沢哲郎(1992):アンネ･フランクとチンパ

ンジー.発達,53:87-95.

6) 田中正之 ･松沢哲郎 訳(1992):チンパンジー

の行動 目録 .霊長類研究 8(2):123-152.

(Goodall.J.(1989):Glossaryofchimpan-

zeebehaviors.TheJaneGoodalHnstitute)

学会発真

一英文-

1) Matsuzawa.T.(1992):Ai:Thechimpanzec

mind,Franklin and Marshall College

Colloquium,1992.2.29.

2) Matsuzawa.T.(1992):Thevisualworldor

achimpanzee.UniversityofPennsylvania

Colloquium,1992.3.2.

3) Matsuzawa,T.(1992):Thechimpanzee

mind:FieldandLaboratorystudiesorcog-

nitionandsymbolicbehaviorinchimps,

UCLACognitiveScienceProgram.1992.3A.

4) Matsuzawa.T.(1992):The chlmpanzee

mind:cognitiveabilitiesincaptivityandin

thewild.TheXXVInternationalCongress

orPsychology.InternationalJournalor

Psychology,27:424.

5) Matsuzawa.T.(1992):Cognitivedevelop-

mentinstone-toolusebywildchimpanzees

inGuinea.TheXXVInternatiollalCongress

ofPsychology.hternationalJournalof

Psychology.27:J128.

6) MELtSuZaWa,T.(1992):Conceptofnumber

inachiI叩anZee.TheXXV International

Congrcssof Psychology. International

JournalofPsychology.27:428.

-和文-

1) 小嶋祥三(1992):チンパンジーの視聴覚間統

合.節8回日本寂LjTl学会大会.霊長類研究,

8(2):223.
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2)小嶋祥三(1992):チンパンジーの音声知覚 :

文脈効果.第56回日本心理学会大会.発表論

文集:854.
3)伏見貴夫･友永雅己･小嶋祥三(1992):チン

パンジーにおける要求 ･拒否行動の訓練と分

析.第56回大会日本心理学会.発表論文集:

897.

4) 関根雅夫･小嶋祥三 ･寺尾恵治 ･正高信男(1

992):カニクイザルにおける母子分離の生理

的,免疫的､行動的影響.第8回日本霊長類

学会大会.霊長類研究,8(2):224.
5)松沢哲郎(1992):家族とコミュニケーション:

動物生態の視点から.第9回日本家族心理学

会大会.発表抄録集:13.
6)松沢哲郎(1992):野生チンパンジーの子ども

の死と母親による世話.第29回日本アフリカ

学会学術大会.

7)松沢哲郎(1992):チンパンジーの視覚世界.

第1匝旧本視覚学会大会.

8)松沢哲郎(1992):野生チンパンジーの石器使

用とその発達過程.平成4年度人類働態学会

研究会.

9)松沢哲郎(1992):野生チンパンジーの石器使

用にみる認知発達.第8【司日本霊長類学会大

会 .霊長類研究,8(2):197.
10)外岡利佳子 ･松沢哲郎(1992):チンパンジー

におけるラテラリティーの発達的変化.第56
拭日本心理学会大会.発表論文集:477.

ll)友永雅己･松沢哲郎(1992):チンパンジーに

おける ｢数｣の処理 :計数対象の短時間呈示

の効果.第56回日本心理学会大会.発表論文

集:898.
12)松沢哲郎(1993):野生チンパンジーの石器使

用の発達 :ヒトの子どもとの比較.第4回日

本発達心理学会大会.発表論文集:242.
13)外岡利佳子 ･松沢哲郎(1993):チンパンジー

およびヒト乳児における手使用の発達的比較.
第4回日本発達心理学会大会.発表論文集:24
3.

14)藤田和生(1992):マカクザルの種の認知-そ

の手掛かりの分析-.第8回日本霊長頬学会

大会.霊長頬研究,8(2):201.
15)藤田和生(1992):アカゲザルにおけるボンゾ

錯視の知覚.日本心理学会第56回大会.発表

論文集:608.

16)藤田和生(1992):PC9801を用いて一累積記

録の描画と自然画像の提示.第10回日本行動

分析学会.

17)友永雅己(1992):ニホンザルは回転したサル

の写真をどのように知覚するか :相貌認知と

の関連で.第8回日本霊長類学会大会.霊長

類研究,8:202.
18)友永雅己(1992):チンパ ンジーにおける

VisualSearch:多選択肢見本合わせ法によ

る検討.第52回日本動物心理学会大会.予稿

集:28.
19)友永雅己(1992):｢言語｣の成立.日本動物

学会関東支部シンポジウム:サルからヒトへ一

遺伝子から行動まで.生物科学ニュース.6

月号(No.247):18.
20)友永雅己(1992):チンパンジーにおける｢数｣

の処理 :計数対象の短時間呈示の効果.第56
El日本心理学会大会.発表論文集:898.

21)友永雅己(1992):Sidman型等価クラス形成

に及ぼす定義的特徴 (反射性 ･対称性 ･推移

性)の逆転訓練の効果.第10対日本行動分析

学会大会.発表論文集:27-28.
22)南雲純治(1993):動物行動実験における視覚

刺激呈示及び反応入力システムについて.節

15回生理学技術研究会.

23)田中正之(1992):チンパンジー(Pantroglo-
dytes)による自発的分瑞.第52回日本動物心

理学会大会.予稿集:28.
24)田中正之(1993):チンパンジーによる非知覚

的手がかりに基づく分類.第4回日本発達心

理学会大会.予稿集:162.
25)木下昌也 ･田中正之 ･太田裕彦 ･俣野彰三(1

992):チンパンジーのT型迷路課題の遂行と

手の使用.第8回日本霊長煩学会大会.霊長

類研究,8(2):202.
26)木下昌也 ･田中正之 ･太田裕彦(1992):チン

パンジーのT型迷路課題の遂行.第52回日本

動物心理学会大会.予稿集:29.
27)金沢 創 ･蛭川 立(1992):大学生が泣くこ

との記載的研究.第 1匝旧本性格心理学会大

会.発表論文集:32.
28)山口真美 ･金沢 創(1993):カップルのリズ

ムの同調と歩行速度の関連.第4回日本発達

心理学会大会.発表論文集:144.
29)橋浦和秀(1992):メンタル･ローテーション
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のプロフィールに見られる視党と身体感光と

の相互作用.日本視党学会1992年末期研究会.

30)桶爾和秀(1992):飼育下チンパンジーにおけ

る乳児期の行動目録.節4E旧 本発達心理学

会大会.発袈論文菜.･87.
31)伏見ft夫(1992):ニホンザルの要求行動の分

析一要求相手についての分化-.第52【司日本

動物心理学会.予稿集:17-18.
32)伏見凸夫(1992):チンパンジーにおける要求 ･

拒否行動の訓練-"機能語"の獲得とその効

果の検討-.第10回日本行動分析学会.発表

論文集:21-22.
33)井上徳子 ･目上耕司(1992):チンパンジー乳

幼児における愛着の研究一生後2年間の発達.

第56回日本心理学会大会.発表論文典:73.
34)目上桝司(1992):チンパンジーの社会的コミュ

ニケーションについて.第93回中部入校学談

話会.

35)中村伸･後藤俊二･峰沢溝･橋本道子･目上耕司

(1992):ニホンザル嵐山放飼育群におけるス

ギ特異的IgE抗体の季節動態.第8回日本霊

長類学会.霊長類研究,7(2):211.
36)井上美穂･竹中晃子･光永松子･大沢秀行･杉山

幸九･野崎真澄･持田昌二･日上耕司･Aly

GaspardSoumah･佐倉統･竹中修(1992):
GTジヌクレオチド多型解析法によるニホン

ザルの父子判定 ;放飼グループにおけるオス

の年齢 ･順位変化と子ども数.第11回日本動

物行動学会大会.

社会研究部門

加納隆至 ･大津秀行 ･鈴木 晃

研究概要

A)中央アフリカのザイール森林における野生

ボノボの社会及び行動の研究

加納隆至 ･橋本千絵l)

ザイール共和国ジョル地区ルオ学術保護区 (ワ

ンバ森林及びイロンゴ森林)においてボノボ (ど

グミーチンパンジー)の野外研究がを行っている.

目下のところ,ザイールの政情が不安定なため.

1992年9月以降現地調盃は中断しているが,デー

タのとりまとめは進行中である｡

B)コンゴにおける野生チンパンジーおよびゴ

リラの研究

加納隆至

コンゴ共和国東北部のモタバ川流域で野生チン

パンジーとゴリラの分布と密皮に関する広域調査

を行った.イ)聞き込みによるチンパンジ-とゴ

リラの所在の有無と村人による狩猟 ･捕食の実状,

ロ)生息地の植生,ハ)E!及び他の痕跡の分布と

密皮.ニ)道央のための植物利用.等について研

究を行った｡

C)ウガンダにおける野生チンパンジーの研究

橋本千絵l)･加納隆至

ウガンダ西部のカリンズ森林保護区において,

橋本が中心となってチンパンジーの生態学的研究

を行った｡コードラート法により生息地の植生調

査を行い.直接観察や巣 ･食痕 ･糞等の痕跡の分

布から,チンパンジーの生息地利用の分析を行う

一方.ハビチュエーション (人付け)を進めた｡

D)性淘汰.社会椛道に対する要因としての霊

長頬メスの緊栢戦略

大洋秀行 ･光永総子2)

霊長薫別こおける性淘汰,及び社会構造に影響を

及ぼすメスの性行動を研究している｡メスの生殖

生理学的な解析が虫要であるため.生理学研究と

共同して.これまで放飼場やグループケージ飼育

ニホンザルについて調べてきた｡今後野外研究に

応用するため,排継物中ホルモン

測定による性腺動態把握を共同で開発中である｡

E)アフリカ乾燥サバンナにおけるオナガザル

の野外研究

大津秀行

カメルーン北部のカラマルエ国立公園において,

パタスザルとミドリザルの野外研究を1984年より

続けている｡1992年はパタスモンキーの繁殖期に

社会変動と繁殖行動の関係について資料を収集し

た｡

F)オランウータンの社会.生態学的研究の続

行とまとめ

鈴木 晃

1983年より,インドネシア国東カリマンタンの

クタイ国立公園で行ってきたオランウータンの野

外調盃を継続｡(1992年12月-1993年 1月).さら

にこれまでの安料と結果のまとめに取り組んだo

バジャジャラン大学との共同研究のための体制

づくりのための準備もこの間に行った｡

G)上信越ニホンザルの地域社会学的研究
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